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【ONE TEAM の夢実現―ラグビーワールドカップ２０１９日本大会レビュー】 

             （公財）日本ラグビーフットボール協会 松瀬学 

 

 

１. プロローグ 

 

▽チケット 99・3%販売、史上最高の黒字 

 

 ラグビーがある風景っていいもんだ。ラグビーワールドカップ（RWC）2019 日本大会は

2019 年 9 月 20 日から 11 月 2 日までの 44 日間、全国 12 会場で熱戦が繰り広げられた。9

回目の大会にしてアジア初開催。大型台風の影響で 48 試合中 3 試合が中止となったが、開

催国・日本代表の活躍もあって、列島中を沸かせた。ワンチームとなった。 

 ワールドラグビーのビル・ボーモント会長は総括会見で、最大級の賛辞をおくった。「も

っとも偉大なワールドカップとして記憶に残る大会となった」と。 

 観客動員数が 170 万 4443 人（台風による中止の 3 試合を除く）で、1 試合平均 3 万 7877

人だった。チケットは販売した約 185・3 万枚のうち約 184 万枚が売れた。じつに 99・3％

だ。横浜国際総合競技場での決勝では 7 万 103 人の観客を記録し、2002FIFA ワールドカ

ップ決勝を上回った。大観衆の中、南アフリカ代表が結束し、イングランド代表を圧倒、

2007 年大会以来 3 度目の王座に輝いた。 

 テレビ視聴率が日本×スコットランドは平均 39・2%、日本×南アフリカは平均 41・6%、

決勝は 20・5%だった。全国 15 カ所のファンゾーンには予想の 1・5 倍となる合計 113 万

7000 人が詰めかけた。大会収入がチケット収入 373 億円を含めて 678 億円となり、RWC

史上最高の 68 億円が余剰金（黒字）となった。 

 

 ▽早逝した釜石の少年の夢 

  

 奇跡の大会だった。日本ラグビーフットボール協会が、ラグビー・ユニオンの世界統括団

体、IRFB（国際ラグビーフットボール評議会、現 WR＝ワールドラグビー）に正式加盟し

たのが 1987 年。その年、RWC がスタートした。以後、日本代表は RWC に連続出場し、

アジアのリーダーとしてラグビーの国際普及にも貢献、2009 年 7 月、ついに伝統 8 カ国・

協会以外での初の開催地に選ばれた。つまり、この RWC2019 は日本の 32 年間のラグビー

活動に対するギフトといっていい。 

 決して大会準備は平たんな道のりではなかった。2011 年 3 月 11 日、未曾有の大震災が

東北で起きた。今回の RWC2019 開催地のひとつ、岩手県釜石市のまちも津波に押し流さ

れた。“ラグビータウン”からラグビーが消えた。でも、「ONE・HEART」を合言葉とし、

釜石市はラグビーとともに復興の旗頭となった。 

 釜石市は RWC2019 の試合招致に名乗りをあげ、2015 年 3 月、12 開催地のひとつとな

った。当時、「北の鉄人」と形容された新日鉄釜石 V7 の熱気も冷め、地元のクラブチーム

釜石シーウェイブスも元気がなかった。ラグビーの火も消えそうだった。市民は、その再興
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の願いを RWC2019 に託した。 

 当時、釜石市のラグビースクール、「釜石シーウェイブス・ジュニア（Jr）」の小学生、佐

藤蓮晟くんはこう言った。（彼は 2017 年 2 月、病気のため早逝。13 歳だった） 

 「おじさん。おれは、いろんな人とラグビーを楽しみたいんだ。ワールドカップでもっと

ラグビーを盛り上げてよ」 

 

 ▽子どものラグビー人口が急増 

 

 蓮晟くんの願いはかなった。 

 全国のラグビースクールの登録者は軒並み、大幅に増えた。シーウェイブス Jr の登録者

は RWC2019 前の 43 人（男 35、女 8）から、RWC 後は 70 人（男 56 人、女子 14 人）に

激増した。全国でみると、小学生の日本ラグビー協会登録者は RWC2019 を経て、約 2200

人増え、3 万人を超えた。タグラグビー（タックルなしのラグビー）経験者は 6 万 968 人と

なった。タグを指導するタグティーチャーの資格者も 1 万 4552 人に増大した。 

 日本ラグビー協会が RWC2019 のあと、

全国各地で開いた全国一斉ラグビー体験会

には 7605 人の子どもたちが参加した。都道

府県の内訳をみると、とくに東京、神奈川・

横浜、埼玉・熊谷などの RWC2019 開催地が

上位を占めている。 

RWC2019 前の数次を含め、全国一斉ラグ

ビー体験会では 2019 年度、2 万 6000 人以

上の参加となった。 

         

 ▽ひろがる子どもの笑顔 

 

また、 全国一斉ラグビー体験会における指導者アンケート（有効回答者 190 人）による

と、グラウンドでは子どもたちの笑顔があふれたようだ。「子どもたちの笑顔が多かった？」

との質問には、「とてもそう思う」63%（119 人）と「そう思う」25%（48 人）を合わせた

イエスは 87%（167 人）だった。「親のラグビー理解が深まった？」については、「とてもそ

う思う」と「そう思う」合わせると、こちらも 87%となった。親がラグビーを好きになれ

ば、子どもがラグビーを始めやすくなる。 

さらにいえば、RWC2019 を通し、ラグビーの 5 つの価値（品位・情熱・結束・規律・尊

重）が子どもや親たちにも伝わったとみていい。親のラグビー理解と子どもの規律が高まる

傾向にあり、日本代表の選手たちにあこがれる子どもが増えている。（表 1） 
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表 1 全国一斉ラグビー体験会における指導者アンケート（回答 190 人） 

  

 またラグビーファンも拡大した。「にわかファン」なる言葉が生まれ、まちのあちこちの

公園ではラグビーボールで遊ぶ親子が見られるようになった。国内最高峰のトップリーグ

の観客動員数をみると、RWC2019 の後のシーズンでは前年の倍以上のペースがつづいた。

新型コロナウイルス（Covid-19）の感染拡大のため、シーズン途中の 2020 年 3 月で中止と

なったが、1 試合平均で前年度の 5179 人の倍以上の 1 万 1279 人を記録した。 

これほど RWC2019 が盛り上がったのは、準備段階における 19 の開催地自治体、および

12 の地域ラグビー協会の尽力があったからでもある。そこで RWC2019 の内実を探るため、

2020 年 1 月中旬から 3 月上旬まで、すべての開催自治体、および地域協会を回り、合計 48

人の関係者にインタビュー調査を実施した。①開催地の事後評価から、時系列として、②準

備段階③本大会&レガシーに分け、リポートする。 

国際スポーツ大会の開催にあたっては、まずは開催地が自らの「地域」のビジョン・目標

を持つことが必要である。決して経済効果の数字だけではない。事前に何が標榜され、当事

者はその成果をどのようにとらえているのか。 

例えば、震災の被災地であった岩手県釜石市、熊本県熊本市においては、「震災復興を加

速させること・復興の姿を見せること」が目標のひとつであった。  
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表 2 会場別観戦者数一覧 

試合日 会場 対戦カード 入場者数 入場率
9月20日 東京 日本×ロシア 45,745 91.5
9月21日 札幌 豪州×フィジー 36,482 88.1
9月21日 東京 フランス×アルゼンチン 44,004 88.1
9月21日 横浜 ＮＺ×南アフリカ 63,649 88.0
9月22日 花園 イタリア×ナミビア 20,354 84.8
9月22日 横浜 アイルランド×スコットランド 63,731 88.1
9月22日 札幌 イングランド×トンガ 35,923 86.7
9月23日 豊田 ウェールズ×ジョージア 35,545 79.0
9月24日 熊谷 ロシア×サモア 22,564 88.1
9月25日 釜石 フィジー×ウルグアイ 14,025 85.9
9月26日 福岡 イタリア×カナダ 16,984 78.8
9月26日 神⼾ イングランド×米国 27,194 90.2
9月28日 花園 アルゼンチン×トンガ 21,917 91.3
9月28日 静岡 日本×アイルランド 47,813 94.0
9月28日 豊田 南アフリカ×ナミビア 36,449 81.0
9月29日 熊谷 ジョージア×ウルグアイ 24,895 97.2
9月29日 東京 豪州×ウェールズ 47,885 95.8
9月30日 神⼾ スコットランド×サモア 27,586 91.6
10月2日 福岡 フランス×米国 17,660 81.9
10月2日 大分 ＮＺ×カナダ 34,411 86.0
10月3日 花園 ジョージア×フィジー 21,069 87.8
10月3日 神⼾ アイルランド×ロシア 26,856 89.1
10月4日 静岡 南アフリカ×イタリア 44,148 86.8
10月5日 大分 豪州×ウルグアイ 33,781 84.5
10月5日 東京 イングランド×アルゼンチン 48,185 96.4
10月5日 豊田 日本×サモア 39,695 88.2
10月6日 東京 ＮＺ×ナミビア 48,354 96.8
10月6日 熊本 フランス×トンガ 28,477 94.2
10月8日 神⼾ 南アフリカ×カナダ 28,014 93.0
10月9日 熊谷 アルゼンチン×米国 24,377 95.2
10月9日 静岡 スコットランド×ロシア 44,123 86.7
10月9日 大分 ウェールズ×フィジー 33,379 83.4
10月11日 静岡 豪州×ジョージア 39,802 78.2
10月12日 豊田 ＮＺ×イタリア
10月12日 横浜 イングランド×フランス
10月12日 福岡 アルゼンチン×サモア 17,967 83.3
10月13日 釜石 ナミビア×カナダ
10月13日 花園 米国×トンガ 22,012 91.7
10月13日 熊本 ウェールズ×ウルグアイ 27,317 90.4
10月13日 横浜 日本×スコットランド 67,666 93.6
10月19日 大分 イングランド×豪州 36,954 92.4
10月19日 東京 ＮＺ×アイルランド 48,656 97.4
10月20日 大分 ウェールズ×フランス 34,426 86.1
10月20日 東京 日本×南アフリカ 48,831 97.7
10月26日 横浜 イングランド×ＮＺ 68,843 95.2
10月27日 横浜 ウェールズ×南アフリカ 67,750 93.7
11月1日 東京 ＮＺ×ウェールズ 48,842 97.7
11月2日 横浜 イングランド×南アフリカ 70,103 96.9

合計 1,704,443 90.2

中止
中止

中止
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２. 本論「ONE TEAM を支えた地域のひとびと」 

 

①事後評価 

 

 ▽岩手県釜石市、熊本県熊本市～「震災復興」 

 

岩手県釜石市は 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災で千人を超える市民が津波の犠牲にな

った。現在の人口は約 3 万 3000 人のちいさなまちだ。打ちひしがれたまちには、しかし、

「北の鉄人」と表現された V７の新日鉄釜石ラグビー部の伝統が息づいていた。ラグビーが

あった。大胆にも RWC2019 試合招致に手を挙げた。夢をみた。2015 年 3 月 2 日、RWC2019

開催地に選ばれた時、ラグビー関係者は感涙にむせんだ。 

2018 年 8 月 19 日、とくに津波でおおきな被害を受けたエリアに釜石鵜住居復興スタジ

アムがオープンした。総工費が 29 億円、仮設スタンド設置などでさらに 10 億円ほどの経

費がかかることになった。仮設 1 万席を加えた RWC 仕様でも、1 万 6000 席のちいさなス

タジアム（収容 1 万 6187 人）。でも希望があふれていた。RWC2019 唯一の新設スタジア

ムだった。 

岩手・釜石開催の目的は 2 つ、だった。 

 

１． 世界中から頂いた支援への感謝を伝え、復興の姿を発信すること。 

２． 「スポーツの力」による地域の創生。 

 

 生きていると、いろいろなことが起きる。釜石会場では、2019 年 10 月 13 日に予定され

ていたカナダ×ナミビアが台風の影響で中止となった。輸送用のバス会社への支出 1 億円

が無駄になった。たった 2 試合のうち、1 試合がキャンセルとなった。 

でも、実施された 9 月 25 日のフィジー×ウルグアイでは、試合前に被災者への黙とうが

ささげられ、「サンキュー・フラッグ」が掲げられて、小・中学生 2200 人で「ありがとうの

手紙」が歌われた。1 万 4025 人で埋まった。はた目には満員だった。試合中止の 10 月 13

日では、カナダの選手が泥そうじのボランティアに励み、ナミビア選手は交流会を実施した。

ファンがスタジアムの周りに集結した。 

 評価を問うと、釜石市の RWC2019 担当

者は「試合がひとつなくなったので、100 点

とはいえない。でも、及第点はもらえる」と

言った。 

 「野田市長（武則）の公約（復興の加速）

は果たされた。被災された方、子どもたちの

復興にもなった。そう、子どもたちの未来へ

の希望とこころの財産ができたのです」 

 数字にはさほど意味はないけれど、岩手県

の経済効果は 113 億 4500 万円（岩手経済研究所）となった。釜石市のファンゾーンは連

日、超満員。目標 1 万 4000 人の 3 倍近い 3 万 9000 人がつめかけた。 
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 海外を含め、メディア露出は釜石が恐らく、

一番だっただろう。岩手県庁の担当者は「大

成功だった」と評価した。「復興している姿を

世界中にお見せすることができた。支援をい

ただいた方々に感謝をお伝えすることもでき

ました。復興ストーリーができたのです」 

 ラグビーを始める子どもたちが増えた。岩

手県ラグビー協会の担当者はこう、総括した。 

 「子どもたちの郷土愛、ふるさとへの思いがつよまった。ラグビー王国復活のきっかけと

なったのです」 

 

 もうひとつの被災地、熊本県熊本市はどうだったのだろう。 

 熊本は、2016 年 4 月 14 日、16 日に相次いで地震に襲われた。関連死を含めた死者が 272

人だった。ちょうどワールドラグビーがスタジアムを視察した翌日だった。熊本は震災から

の復興のマイルストーンとして、RWC2019 実施をめざし、蒲島郁夫知事の「創造的復興」

との掛け声のもと、順調に復旧・復興を推し進めてきた。 

 熊本県・熊本市は RWC2019 のあとには女子ハンドボール世界選手権大会を開催した。

さらに東京オリンピック・パラリンピックの開催を見据え、これら国際スポーツ大会から得

られる成果を次世代に引き継ぐことを目的に、『くまもとハロープログラム』をつくった。

方向性は 4 つ、示されていた。 

 

① 震災からの復興の姿の発信 

② スポーツの普及と振興 

③ インバウンド観光の推進 

④ 国際交流の促進 

 

 試合は 2 試合、熊本県民総合運動公園陸上競技場（通称：えがお健康スタジアム＝収容 3

万人）で実施された。2019 年 10 月 6 日のフランス×トンガが 2 万 8477 人、10 月 13 日の

ウェールズ×ウルグアイは 2 万 7317 人が詰めかけ、ほぼ満席となった。試合開始はともに

日曜日の夕方。試合後は、中心市街地も外国人観戦客であふれかえった。 

 ファンゾーンは RWC2019 中、熊本市の中心市街地で 12 日間開かれ、5 万人余が詰めか

けた。いったんは 10 月 13 日にファンゾーン

は閉鎖されたが、日本代表の躍進により、急

きょ、10 月 20 日の日本×南アフリカのパブ

リックビューイングが県内 4カ所で追加実施

され、合計 2200 人が来場した。経済波及効

果は予想を 10 億円ほど上回り、約 107 億円

となった。 

 開催都市としての評価を聞けば、担当者は

「大成功だった」「100 点満点でいえば 100
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点」と言った。さらに「目標は 3 つ、2 試合の円滑な大会運営、スタジアムを満員にするこ

と、大会から得られるレガシー構築、すべて達成できました。人が集まり、街中にインバウ

ンド効果があった。熊本で国際大会をきちんとやれたというのが大きな自信です」と続けた。 

熊本ラグビー協会の担当者は、復興途上のゆえ、是が非でも成功させないといけなかった

と振り返った。表情には安ど感が漂っている。 

「震災以降、人が集まって、一緒に喜んで、一緒に涙したことはなかった。悲しいことは

たくさんありました。喜んでの涙に、ついもらい泣きしました。地震で人々がひとつになっ

ていたからこその成功でしょう。地震を乗り越え、ラグビー協会と行政、市民の一体感があ

ったんです」。また、ラグビー協会としても、3 つの目標があった。 

 

① ラグビー人を育てる～未来の熊本ラグビーの柱となる肥後モンを育てる 

② ラグビーでつながる～障がい者を含む他のスポーツとの交流を深める 

③ ラグビーの魅力の発信～ラグビー人による広報体制強化に取り組む 

      

熊本県のラグビー人口は増えた。RWC2019

を契機とし、ラグビースクールは 6 つから 8

つに増えた。小学生の登録者は前年の 217 人

から 321 と増え、1・5 倍となった。 

前回RWC2019のあともラグビースクール

のメンバーが少しアップした。ラグビー協会

の普及育成担当は「この前は親主導、今回は

子ども主導だった」と言った。前回と違い、

今回は日中のテレビ中継を見ることができ

た。こう、言葉を足した。 

「熊本地震があったからこそ、自治体とタッグを組みやすくなった。四位一体（ラグビー

協会、熊本県、熊本市、市民）が成功につながった。ラグビー人口を増やすことが、教育的

価値を持つ人間を育てることにつながります。さらなる普及と強化につなげていきたい」 

以下は、他の 10 会場の目的と評価である。 

 

 ▽東京都（東京スタジアム＝収容 4 万 9970 人） 

 

【目的】 

・ラグビーなどスポーツの裾野拡大・スポーツ振興 

・安全・安心な運営 

・盛り上がりや取組を東京 2020 大会につなげていくこと 

・スポーツ都市東京を世界へアピール 

・都民のスポーツへの関心を高めること 

 

【評価】 

“目標は 100%達成。数字的な目標はスタジアムとファンゾーンぐらいでした。スタジア
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ムは 8 試合いずれもほぼ満杯。ファンゾーンは多摩（調布）と有楽町の 2 カ所で実施。台風

で中止とした日もありましたが、合計で 18 万 5000 人と予想していたところ、31 万人もの

人に来てもらいました。外国人が多くて驚きました。試合は事故もなく、無事に終わること

ができました。大会準備から期間中を含めて、我々とラグビー協会、ボランティアなどスタ

ッフ、住民などがワンチームになれたことが成功の要因となりました。”（東京都） 

 

“ラグビー協会としての目標は大会の盛り上げとラグビー競技者を増やすことでした。

とくにちびっ子が大幅に増えました。そういった意味では成功でしょ。例えば、一斉ラグビ

ー体験会を江戸川区でやった時、50 人の募集に対し、子どもの家族や友達を含めて、300 人

を超える人数が集まりました。8 割方、未経験者です。参加する子どもの年齢層が低くなっ

た。親がその気になったんでしょう。大会後、中学生も増えつつあります。テレビドラマの

「ノーサイド・ゲーム」が人気を呼んだあとのラグビーワールドカップで、まちがラグビー

で沸騰しました。”（東京 RFU） 

 

▽埼玉県・熊谷市（熊谷ラグビー場＝収容 2 万 5600 人） 

 

【目的】 

・「ラグビータウン熊谷」の推進、魅力の発信 

・円滑な会場運営 

・タグラグビー、ラグビーの普及 

・ラグビーを通じた国際交流 

 

【評価】 

“熊谷市民がひとつになれたと思います。3 試合ともチケットは完売です。最初はこのカ

ードでチケットが売れるのかなと不安だったけれど、マーケティングやチケッティングが

うまくいって、最後は買わないとまずいぞという雰囲気になったんですかね。一番恐れてい

た交通機関の乱れもなかった。ラグビーのまち・熊谷を世界に発信できました。熊谷ラグビ

ー場が総工費 111 億円をかけてワールドクラスのスタジアムになりました。また熊谷駅か

ら熊谷ラグビー場までの 3・5 ㌔のバス輸送もスムーズで、歩く文化も醸成することができ

ました。歩いたら、熊谷のヒーローだって。大成功でしょ。「スクマム！クマガヤ」のスロ

ーガンのもと、みんなで一緒にスクラムを組んで、まちの盛り上げに成功しました。”（熊谷

市） 

 

 “子どものラグビー人口がぐっと増えました。お母さんのラグビーファンが増えれば、子

どもの競技者も増えてきました。熊谷市が市内の小中学生、約 1 万 5000 人を試合に招待

し、キックオフ前のセレモニーで選手らに合わせてチームの国歌を歌ったのが感動的でし

た。その子たちが給食で参加国のものを食べたり、授業で参加国を勉強してくれたり。ラグ

ビーに興味がある子も増えて、パナソニック ワイルドナイツにお願いして、ボールを 600

個ぐらい、児童館に寄付してもいただいた。大会の財産は子どもたちですね。”（埼玉県 RFU） 
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▽神奈川県・横浜市（横浜国際総合競技場＝7 万 2327 人） 

 

【目的】 

・神奈川・横浜の魅力の発信 

・競技会場、ファンゾーンの盛り上げ、安全な運営 

・ラグビー競技の普及・強化 

・ラグビー精神の普及・交流を通じた「優しさにトライ」の実現 

・ラグビーを通じた国際交流 

 

【評価】 

“こういう大きな大会を開催して、横浜の市民にしっかり楽しんでもらう、街がにぎわう、

横浜を知ってもらうことをめざしました。台風 19 号の直撃で（10 月）12 日は中止になり

ましたが、13 日の日本×スコットランドは何とか試合をすることができました。絶対、や

るぞ、という一体感がありました。ワンチームになっていました。ファンゾーン（のパブリ

ックビューイング）でスポーツを楽しむ新しい観戦文化ができました。大会としては大成功

でした。想定以上の盛り上がりでした。ただ行政として、大会の成功がゴールではありませ

ん。”（横浜市） 

 

“県と市がスクラムを組んだからこそ、大会が盛り上がったんだと思います。役割分担もき

っちりしていて、ラグビーを知らない人にワールドカップを通してラグビーを知ってもら

うことができました。台風の時に立ち上げた災害対策本部もうまく機能しました。災害時に

ラグビーの試合を行うのはどうかという声もありましたが、知事は試合（日本×スコットラ

ンド）だけは絶対、やってくれと。”（神奈川県） 

 

“何と言っても、決勝のまちですから、注目を一番集めたといっても過言ではありません。

子どもたちの国際交流もできたし、横浜国際総合競技場（日産スタジアム）が新しいラグビ

ーの聖地になったんじゃないでしょうか。子どもラグビーのメッカに。新しいラグビー観戦

文化もできました。日本協会の一斉ラグビー体験会を最初に始めたのは、2016 年、ここ神

奈川県でした。神奈川県協会のスローガンが「優しさにトライ」です。ラグビーをやってい

る人間はいじめなんかやっちゃダメだという、子どもが増えたんじゃないでしょうか。”（神

奈川県 RFU） 

 

▽静岡県（小笠山総合運動公園エコパスタジアム＝収容 5 万 889 人） 

 

【目的】 

・静岡県の魅力を世界に発信すること～国際的な知名度・イメージ向上 

・世界最高レベルのプレーに感動～スポーツをする・見る・支える 

・スポーツの力を地域の活性化の柱にすること～国際化に対応したイノベーション 

・子どもたちの人格形成に寄与すること～ラグビーを通した人的教育 

・ラグビー文化の醸成を図ること、地域クラブの創設、ラグビー人口の拡大 
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【評価】 

 “日本がアイルランドを倒す「シズオカショック」で世界から注目されました。12 会場

では 2 番目に大きいスタジアム（小笠山総合運動公園エコパスタジアム、収容 5 万 889 人）

です。なのに、ほとんど満杯でした。4 試合で 17 万 6000 人の観戦客に来ていただきまし

た。とくに日本戦は 2002 年（FIFA ワールドカップ）を超えました。静岡はやっぱりサッ

カー。ラグビーが根付いている地域じゃなかったんですが、4 年間の苦労が実り、県民の皆

様に関心をもってもらうことができました。事前の準備がよかったので、輸送もスムーズで

した。経済効果も 234 億円。点数をつけると、100 点以上でしょう。”（静岡県） 

 

 “ラグビーがマイナーな県とあって、事前にタグラグビーセットや、ラグビーボール、ラ

グビー教本を小・中学校に配布しました。大会が盛り上がって、大会後のラグビー教室も子

どもたちがいっぱいで入り切れないほどでした。女の子も増えました。日本協会とのコミュ

ニケーション不足もあって、県ラグビー協会のスタッフが戸惑うこともありました。元ヤマ

ハの清宮さん（克幸）が大会前、女性と子どもに特化した総合型スポーツクラブであるアザ

レア・スポーツクラブを立ち上げました。競技者だけでなく、ラグビーに関心を持つ人がす

ごく増えています。”（静岡県 RFU） 

 

▽愛知県・豊田市（豊田スタジアム＝収容 4 万 5000 人） 

 

【目的】 

・スポーツが盛んなまち、安全安心なまちを実現すること 

・ボランティアが継続して活躍できる仕組みづくり 

・豊田スタジアムの改修、アクセス道路等の整備 

・豊田市の魅力発信 

・タグラグビー、ラグビーの普及 

 

【評価】 

 “ここも、全国の例に漏れず、成功といっていい。日本代表の活躍もありました、市民が

盛り上がって、一体になれました。ラストマイルでのおもてなしもうまくいったのではない

でしょうか。目標はスタジアムを満員にすることでした。最後のニュージーランド戦（10 月

12 日）は台風接近により中止となりましたが、残る 3 試合はほぼ満員でした。点数を付け

るなら、100 点満点で 120 点ぐらいでもいいんじゃないでしょうか。ラグビースクールも

驚くスピードで増えているみたいです。”（愛知県・豊田市） 

 

 “ここまで盛り上がるとは思っていなかった。驚きの連続でした。にわかファンに象徴さ

れるように、ラグビーってオモシロいね、という人がすごく増えました。今年のトップリー

グのトヨタ自動車ヴェルブリッツ戦（1 月 18 日・対パナソニック ワイルドナイツ）の観客

が歴代最多の 3 万 7000 人ですから。ただ、残念ながら、大会の運営ノウハウは、地域のラ

グビー協会には残りませんでした。せっかくワールドカップが来たのに、試合はもちろん、
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会議にも関われなかった。ラグビースクールがとんでもない勢いで増えました。豊田ラグビ

ースクールが 30 人ぐらい増えて 140 人に、名古屋ラグビースクールも倍の 300 人ほどに

なりました。また、協会に指導者を派遣してくれという依頼が増えました。”（愛知県 RFU） 

 

▽大阪府・東大阪市（東大阪市花園ラグビー場＝2 万 4000 人） 

 

【目的】 

・東大阪市のブランディング化 

・花園ラグビー場の大改修、国際水準のスタジアムの活用 

・ラグビーを「する・たのしむ」「みる・ふれる」「ささえる」層の拡大 

・スポーツツーリズムとの連動により集客性を向上させること 

 

【評価】 

 “花園ラグビー場の大改修が大きかった。総額が 72 億 6000 万円。ワールドカップであ

れだけの施設にリニューアルできたのは非常に大きかったです。ラグビー場までの交通網

も充実しました。チケット完売が一番の目標でした。東大阪市としては、観光目線で見てい

ました。東大阪市のブランディング化、ワールドカップを通して、どうやって東大阪を盛り

上げて、消費を促すのか。SNS を使った広告であったり、動画配信であったり。結果、100

点満点で 120 点です。新たなラグビーのまちのスポーツビジネスの萌芽です。”（東大阪市） 

 

“ラグビー場がキレイになって世界水準のゲームができるようになりました。もともと東

大阪市にはラグビー文化が根付いていました。今回はマスコミさんの取り上げが、ラグビー

人気の追い風になりました。花園ブランドが大きくなり、みんなの口にも「ラグビー」とい

う言葉が出るようになりました。”（大阪府） 

 

 “子どものラグビー普及が急速に進みました。一斉ラグビースクール体験会は全体 28 ス

クールで 100 回ぐらいやりました。花園がきれいになって、子どもたちの夢ステージが創

設されました。子どもたちがラグビーを好きになってくれました。子どもたちに世界を感じ

てもらえたことも大きいでしょう。大会後、小学生の大会を花園でやったら、2000 人近く

集まりました。参加者も観客者も増えています。ファンゾーンも大成功。未来に楕円球をつ

なげる子どもたちが増えたんです。”（大阪府 RFU） 

 

▽神戸市（神戸市御崎公園球技場＝3 万 132 人） 

 

【目的】 

・安全、安心な大会運営 

・全試合の満席 

・まちの活性化（神戸の魅力発信・経済効果・国際交流の促進・ラグビーの定着） 

 

【評価】 
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 “開催を通じて、大きなトラブルや事故もなく、開催都市運営をすることができました。

日本代表の躍進もあって、開催都市としては大成功だったというのがうちのとらえ方です。

スタジアムはほぼ満員、ファンゾーンも満員でした。移動としては電車・地下鉄に頼らなあ

かんというのがあったけれど、そこでも大きなけが人やトラブルはありませんでした。街の

盛り上がりとしては、「TRY! 神戸」というキャッチを付けて、事前に来訪者へ情報をきち

っと発信していたことが奏功しました。平尾さん（誠二氏＝故人）が作った NPO と一緒に

ラグビーの啓発事業もやりました。点数としては 100 点に近い大成功です。”（神戸市） 

 

 “こんなにたくさんの方々、とくに外国から来ていただけるとは夢にも思っていなかった。

神戸は関西のラグビーの発祥の地みたいなところですから、ラグビーの土壌はあるところ

です。ラグビースクールの登録者は確実に増えています。増える理由は、何といってもおか

あさんたちの理解でしょう。ファンゾーンには平尾さんのコーナーも造ってもらいました。

運営でいえば、もう少し、地域協会の人間を上手に使ってくれればよかったのにと思いま

す。”（兵庫県 RFU） 

 

▽福岡県・福岡市（東平尾公園博多の森球技場＝2 万 2563 人） 

 

【目的】 

・アジアのラグビーの交流の拠点をつくること 

・市民のネットワークづくり 

・県民・市民のスポーツ振興を図るための機会創出 

・地域経済の活性化を図ること 

・地域に根付いたラグビー文化の構築、ラグビーの普及・発展 

 

【評価】 

 “ラグビーワールドカップがアジアで初めての開催なので、アジアの玄関口の福岡がアジ

アのラグビーの普及をやろうとの思いから、県ラグビー協会と共にアジアラグビー交流フ

ェスタを開催することができました。大会にあたっては、地域のコミュニティや留学生たち

にも声をかけて、グラウンドに来てもらったり、地元の中学校を訪問したりして、地域の人

と交流もできました。大会はすごく盛り上がりました。ファンゾーンも連日、入場規制しな

いといけない状況でした。日本代表の活躍と、自治体の声掛けとの相乗効果だったのでしょ

う。個人的には、ラグビーという競技が日本人の気質にあっているのではないかなって。目

標は達成率は 9 割以上、95%ですか。残り 5%は今後への期待値。アジアのメッカになると

いうことです。”（福岡県・福岡市） 

 

 “ワールドカップでラグビー人気は出ました。ラグビー協会の目的は、ワールドカップを

契機とし、ラグビーを支える人材の育成や発掘、組織力の強化を図ることでした。どれもだ

いたいできたのでは。ある程度の及第点はとれました。あとはマンパワーですね。大変評価

されたアジアラグビー交流フェスタにしても、今後は協会のどこが所管するのか、アジアの

拠点づくりはどうするのか、その課題があるので 100 点はもらえません。”（福岡県 RFU） 
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▽大分県（大分スポーツ公園総合競技場＝4 万人） 

 

【目的】 

・安全、円滑な大会運営 

・ボランティアの育成 

・ラグビーの魅力と感動の共有、グローバル人材の育成 

・ラグビーの普及・育成、海外誘客（インバウンド）の加速 

 

【評価】 

 “レガシーは大きく 3 つ、残りました。1 つは、みんながラグビー、およびワールドカッ

プで感動したこと。2 つ目は、海外の人がたくさん来てインバウンドでつながったこと、3

つ目は、いろんな場面で交流が成されたことです。我々は、「ワン・ラグビー、ワン・オオ

イタ」を合言葉とし、ひとつになるために県民運動を展開してきました。県知事がリードす

るラグビーワールドカップ推進委員会が機能しました。それぞれに成果があがり、県内の経

済効果は 253 億円（大分銀行経済経営研究所）となりました。ちっちゃいミスもありまし

たけど、もう 100 点ですね。官民一体となり、子どもからおじいちゃんまで、ワン・オオイ

タとなって、いろんなことがうまく回りました。”（大分県） 

 

 “大分としては大成功ですね。スタジアムも、公式のファンゾーンもすごいにぎわいでし

た。大分独自のファンゾーンを大分駅北口の祝祭広場に作りました。何十万人という人が集

まった。トラブルは、（大分）初日のニュージーランド戦（10 月 2 日・対カナダ）のシャト

ルバスぐらいですかね。降りる場所がひとつしかなかったので大混雑しました。２戦目から

は改善され、全然、うまくいきました。協会としての目標は、ラグビー認知度を上げること

と子どもたちを中心とした新たなラグビーファミリーの獲得でした。幼稚園や小学校訪問

を重ねたことで、ラグビーを知ってもらうことができました。今後の課題は、協会の体制づ

くりですかね。”（大分県 RFU） 

 

▽札幌市（札幌ドーム＝4 万 1410 人） 

 

【目的】 

・円滑な大会運営を図ること 

・札幌の魅力の発信とブランド力アップ 

・新たな観戦文化の醸成と街の活力 

・タグラグビーの普及促進と国際交流の促進 

 

【評価】 

 “トップリーグやイーストリーグのチームがない土地柄なのに、ここまで盛り上がったの

は驚きでした。テレビの視聴率はすべての試合がほぼ全国 1 位でした。見事に予想を裏切

られました。リーチ効果が大きかったと思います。（札幌山の手高校卒の）リーチ・マイケ
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ル選手は現役ながら札幌市の特別開催都市サポーターを務めてもらいました。また、テレビ

のノーサイド・ゲームの主役の大泉洋さんって札幌出身、北海道の大スターなんです。”“札

幌の試合は、開幕の翌日、翌々日の 2 つだったので、じつは日本代表の活躍の効果はあまり

もらってないんです。チケットはほとんど売れたけど、実際の入場者数はあと 3000 人ぐら

いは入れたんです。スポンサー分を含めた“死に券”が出たんだと思います。もし、試合が

大会の中盤以降だったら、そんなことはなかったでしょう。想定外の出来事でいえば、スタ

ジアム内の食べ物がなくなったことぐらいでしょうか。週末のススキノが外国人であふれ

かえりました。土日の天気は最高で、ビールもどんどん売れました。札幌の魅力を伝えると

いう目標は評価がしづらい。でも、ほとんどのマスコミのみなさんに応援いただいた。点数

にすると、100 点でしょう。”（札幌市） 

 

“機運醸成の際には、ラグビーがどうして魅力的なのか、人を育てる文化があるのか、など

を伝えていきました。やっぱりラグビー文化っていいでしょう。試合が終わったら清々しい、

それぞれのチームを一生懸命に応援して、終わったら仲良くなる。一体感がある。そんな応

援文化も伝わったのではないでしょうか。これだけラグビーを見てくれる人たちがいるこ

とがわかりました。ファンゾーンも当初は 3 万と予想していたのが、結局は 5 万人になり

ました。札幌ドームでラグビーの試合ができるようになったのは大きい。タグラグビーやラ

グビーをやる子どもも増えました。リーチ・マイケル選手の山の手ラグビースクールは倍増

しました。今のラグビー人気を考えたら、トップリーグのそれなりのチームを持って来れば、

大いに盛り上がるでしょう。夢は、日本代表のテストマッチをやることです。できれば、リ

ーチ・マイケル選手がいる間に代表戦をやってもらいたいですね。”（北海道 RFU） 

 

②大会準備 

 

▽埼玉県・熊谷市と大阪府・東大阪市～スタジアム大改修で価値アップ 

 

 RWC2019 のスタジアムをみると、新築は

岩手県・釜石市の釜石鵜住居復興スタジアム

だけで、大幅改修が埼玉県・熊谷市の熊谷ラ

グビー場と、大阪府・東大阪市の花園ラグビ

ー場の 2 つだった。 

 熊谷ラグビー場は、ワールドカップの開催

地となったことを受けて、2016 年 5 月に大

規模な改修工事に取り掛かり、2018 年 8 月

末に完成した。総工費が約 111 億円。つま

り、新築の釜石鵜住居復興スタジアムの 3 倍以上かかったことになる。 

 南北と東側にスタンドを新設して約 2 万 4000 の常設個席シートを設け、本大会ではさら

に約 1600 席の仮設スタンドを増設、合わせて約 2 万 5600 人となった。特徴はピッチと観

客席の距離が近いこと。観客は試合を見やすく、選手はプレーしやすいラグビー場との評判

である。 
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 2018 年 9 月 1 日の高校ラグビーの全国大会埼玉県予選の開会式で使われ、こけら落とし

として 10 月 20 日、トップリーグのパナソニック ワイルドナイツ×キヤノンイーグルスが

行われた。実はこのとき、観客からスタジアムへの行き来に関して苦情が出ていた。熊谷ラ

グビー場の課題は、約 3・5 ㌔離れた JR 熊谷駅からの観客の移動だった。 

 埼玉県・熊谷市は準備を重ね、駅からのシャトルバスやパーク&ライドなどを組み合わせ

て円滑な観客輸送を実施した。約 550 人の警備員が安全を確保し、彩の国くまがやドーム

をはじめ、計 4 カ所の救護所で観戦客の急な傷病の発生などにも備えた。 

 テストイベントとして、RWC 直前の 2019

年 9 月 6 日、日本代表と南アフリカ代表の

テストマッチが行われた。ほぼ満員の 2 万

2258 人のラグビーファンが押し掛けた。キ

ックオフ直前の国歌斉唱では、観客席から

「熊谷ラグビー合唱団」のメンバーを中心

に、南ア国歌の歌声が響き渡った。これぞ、

日本の「おもてなし精神」だった。 

 運営側の焦点は、観客輸送だった。駅から

の約 3・5 ㌔を「ラグビーロード」とし、ファンが楽しめる仕掛けをつくった。飲食も楽し

めるファンゾーン前からは無料のシャトルバスを往復させた。ラグビーロードを約 3000 人

が歩き、楽しく『歩く文化』が生まれた。その他、バスでは約 1 万 7000 人がスムーズに運

ばれた。試合後、「熊谷のおもてなしが最高！」との観戦客のツイートが相次ぎ、某スポー

ツ紙の記者は、＜熊谷市は「勝利」＞の見出しとともにスムーズな輸送を称賛した。 

 熊谷市の担当者は「想定を上回る良い結果だった」と声をはずませ、こう振り返る。 

 「1 年前は、長時間のバス待ちなど苦情が数多く寄せられていましたが、熊谷の輸送が課

題としていたライターも、今回は“神対応”という言葉でほめてくれました。自治体とラグ

ビー協会、組織委員会が一生懸命に頑張った結果だと思っています」 

 もうひとつ、海外からの観戦客を驚かせたのが、約 1 万 5000 人の子どもたちの歌だっ

た。熊谷市は、市内全 45 校の小中学生を、ラ

グビータウン熊谷を盛り上げる「ジュニアサ

ポーター」に任命。よほど練習したのだろう、

観客席から、キックオフ前のセレモニーで選

手らに合わせて、大声で両チームの国歌を歌

った。これは称賛された。担当者の述懐。 

 「子どもたちはずっと、国歌を練習したり、

その国の文化を学んだりしていたのです。文

化を知ろう、国を知ろう、国歌を知ろうって。

恐らく、子どもたちは外国やラグビーを好きになってくれました。たぶん、生涯、熊谷の学

校にいってよかったなと思い続けてくれるでしょう」 

 加えて、ラグビータウン熊谷のまちづくりのスローガン、『スクマム！クマガヤ』も生ま

れた。一緒にスクラム組んで、まちを盛り上げようぜ、といった趣旨だ。ラグビー普及と地

元愛がこのスローガンに凝縮されている。 
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 もうひとつが、大阪府・東大阪市の花園ラ

グビー場だった。そう、高校ラグビーのメッ

カである。改修工事は 2017 年 2 月に着手さ

れ、18 年 9 月に完了した。総工費が約 72 億

6000 万円。こちらは釜石鵜住居復興スタジ

アムのざっと 2 倍にのぼる。 

 かつてゴルフの打ちっぱなしのゲージが

並んでいた北側にはスタンドが新設され、南

側にも席が増設された。座席はぜんぶ、セパ

レートタイプで、RWC2019 時のキャパは、約 2 万 4000 人となる。 

 売りがトイレだろう。観客用トイレが全部で約 200 個。なんと、すべてがウォシュレッ

ト付きである。きれいなトイレは観客満足度に直結する。その他、北側の 1 階には暖房設備

を備えた多目的室『ラグビーワールドカップ 2019 ルーム』も設置された。寒い日には窓越

しに臨場感あるプレーを観たり、親睦会などを開いたりすることが可能となった。 

 改修費用の捻出が厳しかったが、国や公的機関からの助成金のほか、担当者が飛び込みで

寄付金集めに奔走し、2 億４000 万円ほども集めた。RWC2019 直前の 2019 年 8 月 3 日に

は日本代表×トンガ代表があり、2 万 940 人が詰めかけた。 

 花園ラグビー場には、大幅にリニューアルされた花園ラグビーミュージーアムがある。

「ミスターラグビー」と呼ばれた平尾誠二さん（2016 年 10 月死去、享年 53）のコーナー

もある。カッコいい写真の前の説明板にはこう、あった。 

＜ミスターラグビー、その魂は花園で燃え、花園を魅了した＞ 

 

またラグビー場の一角には車いすラグビ

ーなどのためのウィルチェアスポーツ広場

もできる。RWC2019 開催で、『高校ラグビ

ーの聖地』の花園ラグビー場の価値がさら

にあがった。担当者が胸を張る。 

 「ラグビーワールドカップはビジネスの

種まきみたいなものです。大会後のイベン

ト誘致にも有利になるのです」 

 ところで、花園ラグビー場を稼げるスポー

ツエリアにするため、指定管理者を募集した結果、2020 年 4 月、日本フットボールリーグ

（JFL）所属のサッカークラブ「FC 大阪」と、スポーツ施設経営の東大阪スタジアムによ

って、一括管理されることになった。 

 準備段階で、東大阪市のブランディング化として見逃せないのが、SNS を使った PR だ

った。担当者が説明する。 

 「PR 動画の配信数でいえば、海外の方により多く、見ていただきました。観光の PR パ

ンフレットも作って配信しました。動画の再生回数はざっと 2800 万回ぐらい。一番多かっ

たのが、アルゼンチンです。2 位はアメリカ、3 位がオーストラリアでした」 
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 以下は、他の 10 会場の大会準備における特記事項である。 

 

▽東京都 

 

・ラグビーのテストマッチで交通輸送やイベント運営などの検証を実施。 

  ・2016 年 6 月  日本代表×スコットランド代表 

  ・2017 年 6 月  日本代表×アイルランド代表 

  ・2018 年 11 月 日本代表×ニュージーランド代表 

・ラグビーテストマッチに合わせたパブリックビューイベントの実施。 

・RWC2019 の認知度向上、機運醸成を図るため、様々なイベントを開催。街灯フラッグ

やバス・電車のラッピング、シティドレッシングなど都市装飾を都内各地で実施。 

  ・開幕 1000 日前イベント、大会 2 年前、500 日前、1 年前、100 日前イベントなど 

  ・大会に合わせたカウントダウンイベントを実施。 

・約 2400 人のボランティアのトレーニング。  

・東京都主催のイベントでのラグビーをはじめとした多様なスポーツ体験。 

・東京スポーツスクエア別館を「ラグビー情報発信拠点」として新装オープン。 

・ラグビーワールドカップ 2019 日本大会 PR 展示会。 

・全国一斉ラグビー体験会実施など。 

 

 ▽神奈川県・横浜市 

 

・ラグビーのテストマッチで警備、交通輸送やイベント運営などの検証を実施。 

  ・2017 年 11 月  日本代表×オーストラリア代表 

 ・2018 年 10 月  ブレディスロー杯、ニュージーランド×オーストラリア 

・大会（開幕、決勝）カウントダウンイベント（特に 500 日前からは毎 100 日ごと）、シ

ティドレッシング（大型モニュメント、フォトスポット、駅・ラストマイル装飾、交通

広告など）。 

・約 1500 人のボランティアのトレーニング。 

・RWC2019 認知度向上、機運醸成のための元ラグビー日本代表選手らの小学校訪問事業、

出場国の給食を通じた国際理解など。 

・タグラグビー教室、タグラグビー指導者講習会、元日本代表による親子ラグビー教室、

ラグビー体験会の実施。 

・企業等の協力による小学校へのラグビーボール寄贈、ミニラグビーの推進。 

・県内ビーチでのごみ拾い活動、およびトップリーグ開催試合での美化活動。 

・ビッグゲームにあわせ日豪少年少女フェスティバル（2017 年）、日 NZ 豪交流フェステ

ィバル（2018 年）の実施。 

・こどもラグビーワールドフェスティバル（2019 年 4 月・横浜国際総合競技場）の実施。 

 

 

 



 

 18 / 38 

 

 ▽静岡県 

 

・ラグビーのテストマッチで交通輸送やイベント運営などの検証を実施。 

 ・2017 年 6 月  日本代表×アイルランド代表 

・カウントダウンイベント、シティドレッシング。 

・約 1000 人のボランティアのトレーニング。 

・大会開催への関心と期待感の向上のため、街頭ビジョン放映、PR ブース出展。 

・ゴールポストや大型映像装置などエコパスタジアムの改修整備（経費は 45 億 7000 万

円）。 

・タグラグビー教室、交流イベントの実施。 

・スクラム世界記録へ挑戦（2016 年 11 月、参加者 1565 人）など機運醸成イベント。 

・ラグビー教本 7 万 3000 部を県内の小中学校へ配布。 

・地域クラブ「アザレア・スポーツクラブ」の創設支援、高校生研修を実施。 

 

 ▽愛知県・豊田市 

 

・ラグビーのテストマッチで交通輸送やイベント運営などの検証を実施。 

  ・2016 年 6 月 日本代表×スコットランド代表 

  ・2018 年 6 月 日本代表×ジョージア代表 

・大会ボランティア、独自の「TRY FOR ALL スタッフ」のトレーニング。 

・大型映像装置やピッチ照明などの豊田スタジアムの改修工事。 

・豊田スタジアムへのアクセス道路などの整備。 

・豊田市のウェブサイトにグルジア語とイタリア語を追加。 

・市内の全小学校でタグラグビーを授業として実施、そして大会を開催。 

・5 人制ラグビー「FIVES」を実施。 

・ラグビーボールの小中学校、特別支援学校への配布。 

 

 ▽神戸市 

 

・ラグビーのテストマッチで交通輸送やイベント運営などの検証を実施。 

  ・2018 年 6 月 日本代表×イタリア代表 

・ボランティアのトレーニング。 

・神戸経済同友会スポーツ街おこし委員会が「スポーツカフェ」「スポーツパブ」を実施。 

・カウントダウンイベント、神戸製鋼の優勝パレードを実施。 

・神戸商工会議所などが「飲食店向け外国人受入環境整備セミナー」を実施。 

・シティドレッシング、トップリーグの試合で観戦と神戸のまちめぐりの連動企画。 

・おもてなしイベントの実施、観光プログラムの販売、特設サイトを・冊子を展開。 

・ラグビー教室や体験会・スクール交流戦などを実施。 

・5 人制ラグビー「FIVES」を実施。 
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▽福岡県・福岡市 

 

・ラグビーのトップリーグで交通輸送やイベント運営などの検証を実施。 

・リハーサル大会として「NZ オークランド代表招待試合」や「JAPN vs 世界選抜」等を

行い、検証を実施。 

・200 日前、100 日前のカウントダウンイベントなど、機運醸成イベントの実施。 

・福岡フューチャーセッション活動の実施。 

・県内のシティドレッシング、香港、フランス、豪州においての大会 PR。 

・アジアラグビー交流フェスタ（2018 年 9 月、2019 年 9 月）の開催。 

・ラグビートップ選手によるタグラグビー、ラグビー巡回指導。 

・一斉ラグビー体験会、ラグビー体験授業の実施。 

・ボランティアのトレーニング、ラグビー協会の組織力強化。 

・北九州（ウェールズ）などキャンプ地におけるラグビー文化の構築。 

・九州観光推進機構経由で、フランスからのジャーナリストによる福岡県の取材。 

 

 ▽熊本県・熊本市 

 

・ラグビーのテストマッチで交通輸送やイベント運営などの検証を実施。 

  ・2017 年 6 月 日本代表×ルーマニア代表 

・プレマッチ（復興絆マッチ）による交通輸送、イベント運営の検証を実施。 

  ・2019 年 7 月 コカ･コーラレッドスパークス×釜石シーウェイブス R.F.C. 

・県民総合運動公園陸上競技場（えがお健康スタジアム）の仮設工事、会場整備の実施。 

・RWC2019 の PR イベント、カウントダウンイベントの実施。 

・シティドレッシング、メディアによる大会 PR、各地での PR ブースの設置。 

・経済界と連携した取り組みを実施。グルメマップの作成。 

・本番に向けた避難訓練（2019 年 7 月、8 月）を実施。 

・公認チームキャンプに向けた練習会場の整備、地域交流。 

・ボランティアのトレーニング、医療体制の整備、医療関係者の研修。 

・一斉ラグビー体験会、放課後ラグビープログラム、障がい者とのスポーツ交流会を実施。 

 

 ▽大分県 

 

・ラグビーのテストマッチで交通輸送やイベント運営などの検証を実施。 

 ・2018 年 6 月 日本代表×イタリア代表 

・100 日前の「One Rugby, One Oita」フェスタなどのカウントダウンイベントを実施。 

・幼稚園などでのラグビー体験、小・中学校のタグラグビー教室を実施。 

・放課後ラグビー教室などへのラグビーボールの配布。 

・英国、ニュージーランドなど海外高校ラグビー部との交流試合を実施。 

・エディー・ジョーンズ氏らによるラグビークリニックを実施。 

・機運醸成のため、トップ選手によるオンライン交流授業を実施。 
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・大分とウェールズの文化交流を推進。副教材活用、学校給食、ウエルカムカード作成。 

 

 ▽札幌市 

 

・招待試合による札幌ドームの活用、ラグビー運営などの検証を実施。 

 ・2018 年 4 月 明治大学×帝京大学 

  ・2019 年 6 月 パナソニック ワイルドナイツ×トヨタ自動車ヴェルブリッツ 

・機運醸成のためのラグビー体験会、トークイベントの実施。 

・タグラグビー用具、実践ガイドブック、ラグビーボールの市内全小学校への配布。 

・タグラグビー体験会の実施。 

・「おもてなし」の一環として、折り鶴や英語歓迎メッセージカードを作成。 

・北海道ラグビー協会の一般財団法人格を取得。 

・RWC2019を通じたアジアの貢献活動として、セブンズのピリカモシリ7’s大会の開催。 

・北海道知事杯女子 7’s トーナメントの実施。 

・オーストラリアなどの高校チームと国際交流を実施。 

 

 ▽岩手県・釜石市 

 

・釜石鵜住居復興スタジアムのオープニングセレモニー（2018 年 8 月）を実施。 

 ・釜石シーウェイブス R.F.C.×ヤマハ発動機ジュビロ 

・ラグビーのテストマッチで交通輸送やイベント運営などの検証を実施。 

  ・2019 年 7 月 日本代表×フィジー代表 

・機運醸成のため、NZ のクライストチャーの高校ラグビー部を招聘、交流を実施。 

・チャリティーフォーオールとしてダン・カーター、リッチー・マコウがイベント実施。 

・機運醸成のためのラグビー体験会、トークイベントの実施。 

・一斉ラグビー体験会、タグラグビー体験会を実施。 

・地域イベントにおける大会 PR を展開。 

・ボランティアのトレーニング。 

・いわて・かまいしラグビー応援団の設立。 

 

③大会運営・レガシー 

 

▽東京都 

 

 記念すべきRWC2019の開幕戦は 2019年 9月 20日の金曜日夜、東京スタジアムだった。

観客がほぼ満員の 4 万 5745 人。 

セレモニーでは大会マスコットにもなっている歌舞伎の連獅子パフォーマンスを市川右

團次と右近の親子が披露し、富士山に模した円錐形のオブジェにラグビーの歴史を紹介す

るビデオが映し出される演出がなされた。さらに RWC の大会歌でもある「ワールド・イ

ン・ユニオン」の合唱が始まると、客席からも歌声と手拍子が鳴り響き、会場が一体となっ
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て盛り上がった。 

 前回大会優勝の NZ 元主将、リッチー・マ

コウ氏が登場し、優勝杯のウェブ・エリス・

カップを返還。セレモニーの最後には秋篠宮

皇嗣殿下が登場し、ラグビーの発展を願うと

共に、開会を宣言した。 

 東京都は開催都市運営本部を設置し、組織

委員会の運営本部と連携しながら、交通輸

送、セキュリティ、ファンゾーン等の業務を

行った。とくに大会成功のカギを握る観客の

安全かつ円滑な移動をめざし、組織委員会、警視庁、交通事業者、地元 3 市（調布市・府中

市・三鷹市）などと共に「東京スタジアムの会場周辺およびアクセス検討プロジェクトチー

ム（PT）」を設置し、交通輸送計画を実施した。 

 「ワンチームになりました」と、東京都の担当者は振り返った。 

「大会の成功は東京都と組織委員会だけではなくて、市町村、および民間事業者さんと一緒

になったから成し遂げられたんだと思います。試合にはたくさんの方がこられますので、鉄

道会社に協力をお願いし、臨時停車、増発便などをやってもらいました。ラストマイルでは、

雑踏事故につながらないよう、警備員、警備スタッフを適切に配置しました。転んでけがを

する人が出ることも想定していましたので、医師や看護師を救護スペースに配置していま

した。当日券の販売はなく、満席でした。お客さんにたくさん来ていただいた上、事故なく、

無事に運営を終えられたことはひとつの成功としては大きいなのかと思います」 

 「ラストマイル」とは、最寄り駅からスタ

ジアムまでのマイル（約 1・6 ㌔）の行程を

指す。その歩道上には、警察、ボランティア

を配置され、雑踏事故を防ぐため、歩道には

防止柵を設けた。当然ながら、周辺の交通規

制も徹底された。 

実はワールドラグビーが心配していたの

が、スタジアムの芝だった。ここでは 12 会

場で最多の 8 試合が実施された。問題はなか

った。担当者は「ワールドラグビーやリミテッドの要求を満たす芝を作りました。東京会場

は芝の評判がよかったと聞いています。非常によかったなと」と言った。 

大会関係者を驚かせたのが、ファンゾーンの盛況ぶりだった。調布駅前と有楽町の 2 カ

所に設けられ、当初は大会全体で 18 万 5000 人の入場見込みだったところ、ふたをあけて

みると、31 万人が押しかけた。台風の影響で 2 日、中止としたのに、である。 

担当者が説明する。 

「非常にたくさんの方に来ていただきました。海外からの観光客にも受けがよかったよ

うです。とくに有楽町のファンゾーンは外国人が多かった。比率でいうと、試合日によって

は外国人と日本人、6 割、4 割といったところでしょうか。外国人が日本の家族とパスをし

ている光景もあって、大会と一緒、国際交流のシーンを演出できました」 
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また、大会の一層の盛り上げを図るため、東京都内で 10 区、周辺 10 市が独自にパブリ

ックビューイングを実施した。 

いわば、スタジアム、テレビに次ぐ、第 3 のスポーツ観戦文化の誕生とも言っていい。こ

れはレガシーだ。加えて、2400 人のボランティアのうち、約 1000 人が、1 年延期された東

京オリンピック・パラリンピックのシティキャストとして活動予定となっている。 

また、子どもたちに記憶としてレガシーを残すため、東京都内の中学生、被災地の宮城、

福島の小中学生、合わせて 1140 人が保護者と共に試合に招待された。ラグビーは教育的効

果が高い。規律を重んじるラグビーの競技性を知り、ラグビーに興味を持つ子どもたちが増

えた。東京都ラグビー協会の担当者は「ラグビースクールはどこも、増えています」と言い

ながら、課題を挙げた。 

「一番言いたいのは、施設、フィールドを造るのが、競技人口を増やす大前提です。指導

者はあとから付いてきます。行政との連携が重要です。グラウンドを増やさないと競技人口

は増えない、これははっきりしています」 

東京都は代々木公園（渋谷区）、府中の森公園（府中市）、高井戸公園（杉並区）の 3 カ所

にラグビー場を整備することを決め、2020 年度予算案で 3 億円を計上した。 

 

 ▽札幌市 

 

 札幌市での試合は 2 試合、開幕翌日の 9 月 21 日の土曜日と 22 日の日曜日だった。 

オーストラリア×フィジー、イングランド×トンガの好カードだったこともあって、夜の

ススキノは観戦客でごった返した。札幌市によると、2 日間の観戦客の約 7 万 2000 人のう

ち、「2 万 5000 人」が外国人だったという。札幌市の担当者は「あんなにからだの大きな人

がススキノに集まったのは札幌の歴史上初めて」と笑った。 

 札幌では 2002 年の FIFA ワールドカップ日韓共催の時にはイングランド×アルゼンチン

があった。当時、「フーリガン」が問題になっており、大通公園から札幌ドームまでのチー

ムサポーターの動線は分離されていた。歩道にはロープが張られ、警察官が多数、警戒にあ

たっていた。だが、ラグビーではそんな心配は必要なかった。 

 担当者は「ラグビーはノーサイド精神ですから」と説明する。 

「サッカーの時は警察が多くて仰々しかったですよね。スタジアムもサポーターによって

エリアが別でした。ラグビーはまったく異なっていました。スタジアムもファンゾーンも歩

道も飲み屋もごちゃごちゃに入り乱れていました」 

ファンゾーンは盛り上がった。 

 会場が、札幌の中心部の大通り公園内と JR

札幌駅南口に設置された。北海道ラグビー協

会として、体験アクティビティへの協力ほか、

札幌市内の小学 5 年生を相手に模擬体験授業

を実施した。開催は大通り公園が 10 日、札幌

駅南口は 3 日。合わせて 3 万人を目標におい

ていたところ、約 5 万人が押し掛けた。 
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札幌といえば、ビールである。ファンゾーンでは約 4 時間で、1 日で夏のビヤガーデンの

売り上げより多い、約 1 万 6000 ㍑が売れたそうだ。スタジアムでも当然、ビールは売れた。

想定外の出来事は、スタジアムの食べ物がな

くなったことだった。 

RWC2019 組織委員会が食べ物の持ち込

み規制を緩和したのは、札幌会場の試合直後

の 9 月 23 日だった。そのため、札幌会場で

は、売店に長い行列ができ、食べ物売り切れ

が続出した。札幌市の担当者が言葉を足す。 

「食べ物だけでなく、販売のレプリカジャ

ージも少なかった。開催都市もラグビー協会

も、会場のことには手出しができません」 

大会運営のノウハウはレガシーとして、東京オリンピックのマラソン競技運営、立候補が

予定されている 2030 年札幌冬季五輪に引き継がれることになる。 

ただレガシーは何と言っても、ラグビーの観戦文化が北海道に芽生えたことだろう。札幌

ドームにラグビーのゴールポストが整備されたのが、RWC2019 前年の 2018 年である。こ

の文化を継続させていくためには、RWC2019 後のラグビーのマッチメイクにかかってい

る。 

札幌ドームを本拠とするプロ野球の日本ハムは 2023 年に隣まちの北広島市に移転する

ことになっている。そうなると、スケジュールに余裕が生まれ、ラグビーの試合を組み込み

やすくなる。北海道ラグビー協会の担当者は言った。 

「北海道の人々ぜんぶがラグビーを見ようという環境をつくりたい。やっぱり応援する

チームがほしい。それが分かったのがワールドカップのレガシーですね」 

加えて、2018 年 8 月に実施された「アジアインビテーショナル 7’s2018 in 札幌」である。

それまで、北海道知事杯を通じて 7’s のトップ 12 カ国を招待するアスリート養成事業を実

施してきたが、未来に向けたアジア諸国を招いての大会、クラブライフとはどういうものか

を確認し合える大会を目指すことになった。2020 年秋にオーストラリア、ニュージーラン

ドを加えて「アジア・オセアニアインビテーショナル 7’s 2020 in 札幌」を開催する予定だ

った（新型コロナウイルス感染拡大のため中止）。 

もっとも札幌のラグビー事情をみれば、

札幌に拠点をおくクラブチーム、「北海道バ

ーバリアンズ」だけでは少し寂しい。子ど

もたちのラグビー人気を継続し、競技人口

を拡大し、指導者も増やしていく。人気チ

ームが生まれれば、新たなラグビーファン

ももっと生まれる。「北の大地」の課題を聞

けば、明大 OB の担当者が語気を強めた。 

「ラグビー文化の定着、そして前進です。

前へ、前へ、です」 
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 ▽静岡県 

 

 「シズオカショック」である。 

 想定外の出来事を聞けば、静岡県の担当者はこう、即答した。静岡の衝撃である。9 月 28

日の土曜日、日本代表はエコパスタジアムで世界ランキング 2 位（当時）のアイルランド代

表を倒し、歴史的な大金星を挙げた。大会公式ツイッターでは「シズオカショック」と表現

され、国内外のメディアが大きく取り上げた。 

 「運営サイドでの不測の事態としても、盛り上がり過ぎたということでしょう。心配され

たスタジアムの観客動員だけでなく、ファンゾーンは入り切れないほどの人気で入場制限

をせざるを得ませんでした」 

 観戦客は首都圏（東京都・横浜市）を除く

地方開催 31 試合のうち、静岡県開催 4 試合

がベスト 4 を占めた。とくに日本×アイル

ランドの観客数（4 万 7813 人）は、2002 年

FIFA ワールドカップの静岡県開催 3 試合の

観客数のいずれも上回った。 

 気を使ったのが、交通輸送だった。計画で

は最寄りのJR愛野駅からのラストマイルは

徒歩で、新幹線の停車駅の JR 掛川駅からは

シャトルバスを駐車場まで運行し、最後のラストマイルを歩いてもらった。自家用車利用者

には大型駐車場に停めてもらう「パーク&ライド」を実施。担当者が「まったく問題ありま

せんでした」と続ける。 

 「お客さんや選手にトラブルがないか、そのあたりを安全・安心にできるかどうかが、僕

らの責務でした。周辺の道路もスムーズで、奇跡に近いほどの出来でした」 

 警備・医療にしても、トータル 17 万人の観戦客が駆け付けたイベントだったが、救急車

で緊急輸送した人は 29 人しかいなかった。「要因は酔っ払ったり、転んだり、でした。ビー

ルを飲み過ぎたからでしょう」。大事には至らなかった。 

 こちらも、札幌同様、サッカーとのファン層の違いに驚いた。FIFA ワールドカップの際

にはイングランド×ブラジルが行われ、動線もスタンドの位置もサポーターは別だった。 

 「ラグビーは応援するチームが違っても、隣同士で一緒に応援する。仲良くなる。お互い

を尊重する。国や人種を越えて、みんなで応援しました。楽しめました。ノーサイドの応援

文化はレガシーですね」 

 ファンゾーンは、静岡市内の駿府城公園と

浜松駅前の 2 カ所だった。内容が、パブリッ

クビューイングや人気芸人によるステージイ

ベント、出場国のグルメ、ラグビーアクティ

ビティなど。台風で１日中止となったが、合

わせて 19 回で計 11 万 3777 人が来場した。 

 このほか、決勝トーナメントの日本×南ア

フリカは急きょ、エコパスタジアムでパブリ
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ックビューイングを実施し、約 7500 人を集めた。決勝戦は約 1500 人。担当者は「集まっ

た人数に驚きました」と言う。 

 静岡県は、シズオカショックを記念し、レ

ガシーとしてモニュメントを造ることにな

った。予算が 2000 万円。デザインは、日本

×アイルランド戦の福岡堅樹選手の逆転ト

ライシーンがモチーフとなっている。「エコ

パスタジアムをラグビーの聖地にしたい」と

夢が膨らむ。そのためには、静岡県内のラグ

ビー普及がもっと必要だろう。新たなラグビ

ー専用スタジアムが欲しいという声も地元

では浮上している。 

 レガシー継承に向けた取り組みとしては、ラグビー授業や教育プログラムだった。日本戦

を除く 3 試合には静岡県内の小・中・高校、特別支援学校の児童、生徒ら合計 2 万 5136 人

を招待した。 

 レガシーとしてはこの他、ボランティアの育成・活用、アザレア・スポーツクラブの支援、

ラグビーを通じた国際交流の促進、ラグビー競技人口・ファンの拡大などである。 

 サッカーどころの静岡でどう、ラグビー

を普及・促進していくのか。静岡県の磐田

市には人気チーム、ヤマハ発動機ジュビロ

がある。静岡県ラグビー協会の担当者はこ

う、言った。 

 「自分たちで（トップリーグの試合を）

運営できるだけの力をつけようと動きだし

ている。課題が運営のノウハウ、協会の組

織強化、そして財力ですね」 

 

 ▽神奈川県・横浜市 

 

 不測の事態の最たるものは、台風直撃による、RWC2019 の試合中止だった。 

 2019 年 10 月 12 日、台風 19 号（アジア名：ハギビス）が日本に上陸、関東地方や甲信

越地方、東北地方などで記録的な大雨となり、甚大な被害をもたらした。洪水や土砂に襲わ

れて亡くなった方は 86 人にものぼった。 

 台風の影響を受け、12 日の横浜会場（横浜国際総合競技場）のイングランド×フランス

ほか、豊田会場のニュージーランド×イタリア、13 日の釜石会場のカナダ×ナミビアの 3

試合が中止となった。13 日の夜の横浜会場の日本×スコットランドは両チームともに決勝

トーナメント進出をかけていたこともあってか、予定通り、実施された。 

 横浜市や組織委員会のスタッフが会場近くのホテルに泊まり込み、試合当日は朝から、グ

ラウンドの芝の状態や、ゴールポストやフィールドサイドの看板が壊れていないかなどを

確認してまわった。水がたまっているところがあればかき出し、ピッチ上の水たまりは、大
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きなスポンジで懸命に吸い、グラウンドは試合ができる状態に整えられた。 

 横浜市関係者も、消防や警察などとも連

携し、まさに「ワンチーム」で対応にあたっ

た。横浜市の担当者が説明する。 

 「自治体として何ができるのか。前日 12

日から本部に乗り込んで、組織委員会と調

整しながら、やることを確認していました。

例えば、13 日の朝 6 時から、ラストマイル

を自転車に乗って、倒木はないかなどの被

害状況をチェック、あるいは電車の運行状

況はどうかなど。競技場の中の駐車場は遊水地になっているので、12 日は水がいっぱいあ

ったのですが、13 日の朝には水がひいたので、スタジアムの職員らが掃除・消毒をしたり

したのです」 

 こういった有事の際の対応はレガシーとして受け継がれる。組織としての指示系統、他の

組織との情報共有、連係…。「それぞれがバラバラだと統率がとれなくなります。情報収集

してどこが何をやるのか。うまくいきましたけど、ほとんど綱渡りでした」と述懐する。 

 横浜会場（収容 7 万 2327 人）は器が大きいこともあって、実施 6 試合が観客動員数のベ

スト 6 を独占した。1 位は、11 月 1 日の決勝戦の 7 万 103 人。同じくここで開催された

2002FIFA ワールドカップの決勝戦の数を超えた。 

 ファンゾーンも連日盛況で、13 日間で延べ 15 万 3700 人が入場した。会場は、横浜港に

面した開放的なロケーションである臨港パークで、東京ドームの面積に近い 4 万平方㍍の

広さがあった。大型ビジョンによるパブリックビューイングや、ステージイベント、ケータ

リング、アスリートチャレンジなどラグビー普及啓発活動などが行われた。 

 横浜市の担当者は「予算を 3 億円ぐらいかけました」と口を開いた。 

 「その効果は十分ありました。県民、市民の方々に十分、楽しんでもらいました。多くの

海外の方との交流もできましたし、しゃべりながら、ビールを飲みながら、試合の映像を観

戦できました。ビールの売れ方もとにかく“すごい”の一言でした」 

 大会中のファンゾーンの売店の売り上げが、「1 億 3400 万円ぐらい」あったそうだ。ビー

ルの売り上げは、350ｍ㍑換算で 14 万本にのぼった。つまり、単純計算で、ファンゾーン

入場の 1 人につき 1 本ほど缶ビールを飲んだことになる。 

 「レガシーとして、ファンゾーンでの新しいスポーツを観戦するスタイル、観戦文化がう

まれました」 

 ボランティアも活躍。子ども招待事業として、神奈川県内のジュニアラグビー選手を横浜

国際総合競技場の試合に招待した。また大会のワールドワイドパートナーのソシエテ・ジェ

ネラルが実施した、9 カ国・地域から子どもたち約 100 人を横浜に招待して国際交流をする

プロジェクトに協力し、地元中学生と書道体験、ワークショップなど交流し、ともにスタジ

アムで観戦した。子どもへのラグビー普及も急ピッチで進み、RWC2019 に向けて日産スタ

ジアム（横浜国際総合競技場）で実施された「こどもラグビーワールドフェスティバル 2019 

supported by 三菱地所グループ」はレガシーとなりそうだ。 

 子どもたちのラグビーへの関心は高まっている。横浜市の担当者は言う。 
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 「ラグビーをもっと盛んにするためには、天然芝でラグビーボールを持って走り回れる場

所が必要です。（市として）調査研究しようという動きになっています」 

 子どものラグビーでいえば、小学 6 年生のミニラグビーファイナルカップは 2020 年 2 月

に 10 回目の記念大会を迎え、新しいラグビーの聖地となった横浜国際総合競技場で開催さ

れた。神奈川県下には 20 のラグビースクールがあり、横浜ラグビースクールは１つのグラ

ウンドに 600 人もの子どもがひしめく。神奈川県ラグビー協会の担当者は「絶対的に足り

ないのはグラウンド」と言い切った。 

 タグラグビーは横浜市の多くの小学校で

行われている。当然、タグの人口は増えてい

る。課題は中学生。ラグビー協会の担当者が

説明を足す。 

 「小学校でタグラグビーを頑張った子が、

中学でラグビーを続ける子は 1％ぐらいでし

た。中学生は架け橋にはなってなかったので

す。高校のラグビー人口は下げ止まらないの

で、いまは中学、高校がターゲットですね」 

 そういえば、RWC2019 をきっかけとし、全国各地で開かれた一斉ラグビー体験会は 2016

年に神奈川県からスタートした。これもレガシー。神奈川県ラグビー協会のスローガンが

『優しさにトライ』である。エネルギッシュな県ラグビー協会の担当者は言う。 

 「ラグビーをやっている人間は優しさを持ってないとダメなんです。新しいラグビーの聖

地で、優しい子どもたちが育っていくのです。注目を一番集めた決勝の地が、子どものラグ

ビーのメッカになればいい」 

 

 ▽愛知県・豊田市 

 

 豊田スタジアムでも、台風の影響で、10 月 12 日のニュージーランド×イタリアが中止と

なった。ワールドラグビーと組織委員会が中止を決定したのが、試合 2 日前の 10 日午前、

この日午後に会見し、中止を発表した。 

 結果、試合は引き分け扱いとなり、決勝トーナメント進出の可能性があったイタリアは敗

退が決まった。チケットは全額返金され、組織委員会は会見で「すべての観客の安全を考え

た」と述べた。 

 ただ、イタリアは猛反発。とくにイタリアのレジェンド、セルジョ・パリッセが「プラン

B を用意していないのはおかしい」とメディアを通し、批判した。 

 自治体としても、正直なところ、試合はやりたかっただろう。大会規則では、中止決定は

試合のキックオフの 8 時間前までとなっている。が、気象情報提供事業者と気象庁から提

供された情報に基づいての 2 日前の決定だった。 

 「本当に残念なことであるが、試合中止の発表も、ファンゾーン休止のアナウンスも、う

まくできました」と、愛知・豊田開催支援委員会の担当者は言う。 

 「試合中止の際の準備はしていました。イメージはできていました。仮設電話を設置して、

私たちは問い合わせに備えていました。クレームの電話がいっぱいくると思ったけれど、ほ
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とんどなかったのです。ラグビーのファンはほんと、いいなあ（紳士だ）と感じました」 

 豊田市は、サッカーや体操など、いろんなスポーツを実施してきたため、不測の事態への

対応に慣れている。中止決定が決まると、スタッフが台風の中、シャトルバスなど交通輸送

の変更などの張り紙をして、強風で飛ぶようなものはすべて撤去した。ファンゾーンの入り

口に設けた装飾やスタッフエリアも撤収した。 

 

 ファンゾーンは、豊田市駅と豊田スタジアムの間に位置するスカイホール豊田に設置さ

れた。台風で 1 日が中止され、大会中、10 日間が運営された。延べ入場者数は 6 万 432 人

だった。豊田スタジアムの入場者数は 3 試合で 11 万 1689 人。最多が、日本×サモアの 3

万 9695 人だった。 

 豊田市が発表した RWC2019 による経済波及効果は 73 億円になった。台風による試合中

止の影響は、3 億 3400 万円の損失と算出された。 

 大会は成功だった、と担当者は言う。「（お金も人材育成も）自治体が払った以上にバック

がありました」 

 もちろん、国際大会ならではの苦労もあった。とくに商標や権利関係。トヨタ自動車が大

会スポンサーではないため、大会当日までに豊田スタジアムの標板は撤去させられた。豊田

市駅からのラストマイルのイベントはやってはいけない、との指示もあった。結局、出店は

地元の業者だけに制限された。担当者は「権利関係が厳しかった」と振り返った。 

 レガシーでいえば、ボランティアである。大会公式および開催都市独自のそれは延べ活動

者数で 2891 人となった。この大会を盛り上げ、愛知県と豊田市の魅力を世界に発信してく

れたボランティアをどう今後、活用していくのかが課題となる。 

 豊田市には、トップリーグの名門、トヨタ自動車がある。トヨタ自動車が豊田市役所や中

京大学と連携して、競技者のネックとなっている中学生のラグビー競技者を増やすため、

「スポーツアカデミー」を立ち上げた。このアカデミーはラグビーに終わることなく、ほか

の競技にも拡充していく予定である。 

 愛知県のラグビー競技者もラグビースク

ールの数も増えた。RWC2019 をきっかけに

地域クラブが立ち上がり、育成・強化コーチ

の指導も活発化されている。愛知県ラグビー

協会の担当者は、「一番のネックはグラウン

ド、特に芝生のグラウンド」と言った。 
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 収容人数 4 万 5000 人の豊田スタジアムは、サッカーの J リーグ、名古屋グランパスの本

拠である。トヨタ自動車ヴェルブリッツの本拠のメインは、名古屋市のパロマ瑞穂スタジア

ム（名古屋市瑞穂公園ラグビー場）となっているが、収容人数は 1 万 5000 人。トヨタ自動

車はもっと豊田スタジアムを使用したいのだが、調整の結果、2020 年も 1 試合だけだった。

その試合（1 月 18 日のパナソニック ワイルドナイツ戦）では過去最多の 3 万 7000 人を記

録した。ファンを集める集客力はある。 

 愛知県ラグビー協会は組織体制強化のため、法人格の取得の検討を始めた。例えば、新た

に 2021 年秋にスタートする新リーグの興行権を地域協会が入手し、収益を得る。それを今

後の普及に回していく。好循環に入れば、ラグビー界が発展していく。 

 RWC2019 をきっかけとし、組織も人も変わろうとしている。世代交代も進む。愛知県ラ

グビー協会の担当者は言った。「チェンジ・フォア・フューチャー。変革ですね」と。 

 

 ▽神戸市 

 

 RWC2019 の試合会場となった神戸市御崎公園球技場（ノエビアスタジアム神戸）はサッ

カーのヴィッセル神戸の本拠地である。ラグビーの神戸製鋼コベルコスティーラーズのホ

ームでもあるのだ。 

 神戸製鋼コベルコスティーラーズのレジェンドといえば、神戸製鋼コベルコスティーラ

ーズ 7 連覇の立役者で元日本代表監督、RWC2019 組織委員会の事務総長特別補佐だった

故・平尾誠二さんだろう。「日本でワールドカップを」と招致活動にも尽力し、2016 年 10

月に 53 歳で亡くなった。 

 大会期間中には、神戸・メリケンパークのファンゾーンの一角に『平尾誠二フィールド』

が設けられ、故・平尾さんへの寄せ書きボードには連日、メッセージを書き込む人が絶えな

かった。試合会場の神戸市御崎公園球技場での試合開催日や日本代表があった計 8 日間、

ボードが設置され、巨大な寄せ書きシート（縦 2 メートル、横 4 メートル）は計 8 枚にの

ぼった。「神戸で W 杯をありがとう」「W 杯を一緒に見たかった」－。 

 「平尾さんを尊敬、感謝している人がたくさんいました」と、神戸市の担当者は述懐する。 

 「平尾さんは神戸にずっといらっしゃった。平尾さんが作った NPO 法人と一緒にラグビ

ーの啓発事業もやりました。ワールドカップで、多くのファンに平尾さんの存在を再確認、

再認識してもらいました」 

 ファンゾーンは、交通の便がいい三宮周

辺から徒歩 10 分ほどの神戸湾岸の公園に

設置された。異国情緒あふれるエリアであ

る。幸いにも台風の影響を直接受けず、予

定の 8 日間とも運営された。8 日間合計で、

8 万 8000 人が来場した。 

 パブリックビューイングに神戸 PR ゾー

ン、出場国 PR ゾーン、ラグビーアクティ

ビティゾーンにファンが押し掛けた。神戸

市内のレストランやバーなどの情報冊子（日本語・英語）も配った。試合当日および前後日
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に神戸のまちを楽しんでもらう戦略をとった。 

 神戸市の担当者が言う。 

 「ラグビーワールドカップのお客さんには試合の前後にまちの観光も楽しんでいただい

た。富裕層や長期滞在者を前提としていましたが、市民の目や私たちの目にも、素晴らしい

盛り上がりを実感することができました。それが大会成功の理由じゃないでしょうか」 

 おもてなし事業の情報や神戸の観光情報などを掲載した web サイト「TRY!  KOBE」も

日本語、英語で展開した。まちの活性化は進んだ。「新たなビジネススキームができました」

と言葉に充実感を漂わせた。 

 試合は 4 試合で合計 10 万 9650 人を集めた。観客輸送は、小型の市営地下鉄の利用が中

心だが、往路と復路で他の鉄道利用への誘導が奏功して、神戸市の担当者は「大きなけが人

やトラブルはなかった。救急搬送が 7 件ありましたが、どれも大きな事案にならなかった」

と総括した。 

 神戸では、1995 年に阪神・淡路大震災が起きた。震災復興がひと段落して、RWC2019 は

神戸市として、いわば将来の街づくりのための投資でもあった。担当者は言葉を足した。 

 「神戸にはもともとラグビーが根付いていることもありますが、震災復興した神戸を皆様

に見ていただくための大会開催でした。また、新しい神戸の街づくりのための国際イベント

誘致だったのです」 

 2020 年 1 月 26 日のトップリーグ、神戸

製鋼コベルコスティーラーズ×サントリー

サンゴリアス（ノエビアスタジアム神戸）に

は 2 万 6000 人余が集まった。前座として、

神戸製鋼と新日鉄釜石のレジェンドマッチ

も開催された。兵庫県ラグビー協会の担当

者は「最大のレガシーは（ラグビーを始める）

子どもたちが増えたこと、ファンが拡大し

たこと」と言い切る。 

 阪神・淡路大震災の際、人は「絆」の大事さを知った。RWC2019 でもまた、ラグビーの

つながりのありがたさを改めて知った。担当者はしみじみと漏らした。 

 「（阪神・淡路大震災の）震災からの完全復活を世界にアピールしたこともレガシーだと

思います。神戸の復興ととともに神戸製鋼の復活もありました。そして、ワールドカップで、

震災から、ハードもソフトも完全復活したことを海外にもアピールできたのです」 

 協会の課題は、子どもたちがラグビーを継続する環境をどう整備していくかである。グラ

ウンド、指導者…。さらには「世界」をめざした故・平尾さんの夢を継ぐ人材の育成である。 

 

 ▽福岡県・福岡市 

 

 RWC2019 のレガシーを問えば、福岡県の担当者は即答した。 

 「アジアラグビーの拠点づくりと、市民のネットワークづくりです」 
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 福岡は RWC2019 を契機とし、2018 年夏

にアジアラグビー交流フェスタをスタート

させた。2019 年は RWC 期間中の 9 月 26 日

から 30 日まで開催した。マレーシアやネパ

ール、タイなど 8 カ国、計 16 チームの約 240

選手が参加。初日には福岡会場のイタリア×

カナダを観戦した。ラグビークリニックをし

て、交流大会を実施、9 月 28 日には日本×ア

イルランドのパブリックビューイングを満

喫した。 

 予算規模が 1 回、約 1500 万円。RWC2019 開催の目的のひとつに「アジアラグビーの普

及・発展」があった。担当者が説明する。 

 「じゃ、アジアの玄関口の福岡がそのアジアのラグビーの普及を率先してやろうというこ

とでした。自分としては、福岡を“アジアのラグビーのメッカ”にしたいのです。日本×ア

イルランドのパブリックビューイングを見た翌日は、みんなの目の色が変わっていました。

将来的に、どんどんお客さんも増やして、アジアのラグビーを代表するシーンにしたい。課

題は、財源の確保とマンパワーです」 

 福岡には、2000 年からゴールデンウィークに開催されている高校生世代の 15 人制国際

大会、サニックスワールドラグビーユース交流大会（SANIX WORLD RUGBY YOUTH 

TOURNAMENT）がある。このアジア交流フェスタは中学生世代が対象。福岡県ラグビー

協会の担当者は「中学生のアジア大会みたいに持っていければいいな」と期待する。 

 協会の担当者はこう、言葉を足した。 

 「このフェスタは、単なるラグビーイベントでなく、新たなアジアの交流を生み出してい

る。参加したマレーシアのチームからは、フェスタ後にマレーシアでの大会に招待したいと

の連絡が来たり、ネパールのチームからは、ラグビーの普及にも道具がないので、使い古し

でいいから寄付してくれと、ネパールのラグビー普及にも寄与できた。大会運営に協力して

くれた MICE プログラム参加者たちと、参加チームの皆さんとの交流が生まれたりと、ア

ジアと福岡の交流拠点づくりには、大いに効果があったと思います」 

 RWC2019 後は、運営の主体が福岡県か

ら、福岡県ラグビー協会に移行となる。担

当者は「アジアの国々の子どもたちが日本

の子たちと交流するんです。協会としての

育成や情報交換の場ともして、2021 年度か

らは、自分たちでやれる大会としなければ

いけないんです。課題は財源とマンパワー、

そして気持ちです。RWC2019 のレガシー

として継承していく気持ちです。ヒト・モ

ノ・カネそして、マインドですね」 

 大会運営は順調だった。不測の事態といえば、ここも台風への対応だった。10 月 2 日の

フランス×米国は中止のおそれもあった。パブリックビューイングは 12日間の予定のうち、
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4 日間を中止にした。担当者が説明する。 

 「その判断が難しかったですね。仮設物の撤去などは 2 日前にしないと間に合わない。 

中止を決めるタイミング。大きな看板などは、台風が来るたびに撤去、設置を繰り返しまし

た。撤去だけで丸 1 日かかりますから」 

 教訓は。 

 「これから国際大会を開催する時に大事なことは、台風を含めて、いろいろなことが起き

たときどう対応するかということでしょう。私たちは、いろんな大使館とのネットワークも

作っていました。海外の方は災害弱者になりやすいからです」 

ファンゾーンは、JR 博多駅前広場に設置された。台風の影響で 4 日間が中止となったが、

8 日間合計で 4 万 3384 人が押し掛けた。パブリックビューイング開催時には、会場は 1000

人を超える来場者で超満員となった。ラグビー協会の担当者が説明する。 

「ファンゾーンについては、当初、福岡のラグビー観戦の状況から、どうしたら人が集ま

ってくれるかを考えていたくらいで、本当に想定外でしたね。あまりの来場者の多さに、日

本×スコットランドの試合の時には、サテライト会場を設けたり、当初予定してなかった、

準決勝、決勝のパブリックビューイングも急遽追加開催したりと、うれしい誤算でした」 

 ラグビーの盛り上がりとともにジュニアチームに子どもラガーが増えている。担当者が

説明する。 

「とくに低学年です。小学校 1 年から 4 年

です。ラグビースクールは県下に 25 クラブ。

かしいヤングラガーズは RWC2019 で 100

人近く伸びて 387 人に増えました。全体の

競技人口としては、約 7000 人から 300 人増

えて 7300 人になった。つまり、スクールの

ところだけが伸びているんです」 

 目標が競技人口 1 万人。そのためには「グ

ラウンドと指導者が課題」と言う。余りに多

くの入部希望者に、入部を断ったチームがある。グランドと指導が足りず、安全性を担保で

きないというのがその理由だ。「タグラグビーの子どもたちをラグビーにつなげるカギは

小・中学校の先生でしょうね」 

 福岡の東平尾公園博多の森球技場（レベルファイズスタジアム＝通称：レベスタ、2020

年 3 月からはベスト電器スタジアム＝通称ベススタ）には 3 試合で合計 5 万 2611 人入っ

た。実質は、いずれもほぼ満員。福岡県は、県内の小・中・高校生、特別支援学校などから

約 3000 人を試合に招待した。 

 ボランティアは、18 歳から 78 歳の約 700 人が大会中、活動した。会場周辺では、ボラ

ンティアが歓迎のあいさつをしながら案内を行い、帰りにはハイタッチをしながら見送っ

た。好評を博した。 

 もうひとつ、レガシーとなったのが、キャンプ地におけるラグビー交流だった。例えば、

北九州市ではウェールズ代表の事前キャンプ、公認キャンプが行われ、ラグビークリニック

をはじめとする交流プログラムが実施された。とくに 9 月 16 日に実施された初の公開練習

には、北九州スタジアム（ミクニワールドスタジアム北九州＝通称・ミクスタ）開設以来最
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多となる満員の 1 万 5300 人が来場し、ナショナル・アンセムの大合唱で出迎えた。 

 RWC 終了後、北九州市とウェールズ協会は地元新聞の 1 ページ全面を使った「お礼のメ

ッセージ」の広告ページを送り合った。真っ赤なページに白字で「北九州市民のみなさまへ」

と書かれていた。 

 この『ミクスタの奇跡』は、地域の活性化を考えるキャンプ地の見本になるかもしれない。 

 

 

図 1 新聞に掲載されたウェールズ協会の感謝広告（ＷＲＵ提供） 

 

 

 ▽大分県 

 

 地方スタジアムとして、大分会場は破格の好カードが並んだ。準々決勝 2 試合を含め、計

5 試合で約 17 万 3000 人もの人々を集めた。ファンゾーン（JR 大分駅南側）には約 11 万

5000 人のラグビーファンが詰めかけた。 

 大会はほぼ成功裏に終わった。大分県の担当者は「最大のレガシーは“ワン・ラグビー、
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ワン・オオイタ”とのスローガン通り、大分がラグビーでひとつになったことです」と総括

した。その象徴が、大分県の広瀬勝貞知事をトップとする各市町村の行政幹部、商工会議所、

ラグビー協会など、官民でつくるラグビーワールドカップ 2019 大分県推進委員会の実行力

だった。 

 例えば、同推進委員会は県内の子どもと保

護者ら計 4000 人を 10 月 5 日のプール戦の

豪州×ウルグアイに招待した。キヤノンの招

待枠を加えると、計 4400 人となった。担当

者によると、「一生の一度のビッグイベント

に触れ、世界への興味を高めるきっかけにし

てほしかったのです」と説明する。 

 大会運営でいえば、大分会場の課題はシャ

トルバスなどの観客輸送だった。初戦となっ

た 10 月 2 日のニュージーランド×カナダで

は、混乱がみられた。担当者が説明する。 

 「やっぱりものすごい数の方が乗車されるので、そのバスの列ができてしまった。観客で

一番多かったのが、大分駅から乗った方でした。行きが平均 21 分、帰りは平均 40 分とな

ってしまいました。降車時間がかかりすぎると、そこにまたバスがたまったのです。バスが

うまくいかないと、電車に乗れなくなる。JR はかなり、増便、増結をしてくれました。バ

スも止め方を調整して、2 戦目以降はトラブルがなくなりました」 

 大分県は大会予算の 36 億円の内、10 億円を輸送経費にあてていた。初戦の観客が 3 万

4400 人だった。会場の大分スポーツ公園総合競技場（昭和電工ドーム大分）と大分、別府

を結ぶバスやタクシーが一部で渋滞した。とくに帰路のシャトルバス。待機していた約 400

台では追いつかず、観戦客が滞留し、会場周辺も混雑したのだった。 

 もっとも、その後、警察と連携をとり、柔軟な対応策がとられた。「警察とか消防とか、

横断的なつながりができたのもレガシー」と担当者。 

  

ファンの評判がよかったのが、ファンゾーンの充実ぶりだった。さすが「おんせん県おおい

た」と言うべきか。パブリックビューイングの大画面のそばには、温泉を PR するため、足

湯も用意され、ラグビーを見ながら温泉気分を味わえるようになっていた。 

 大分会場のボランティアは全部で1500人にのぼった。この規模は、開催自治体でいえば、

東京に次ぎ、横浜と並ぶ、全国で 2 番目だ

った。ラストマイルでは、シャトルバスの

バス停からスタジアムのゲートまでの間

に立ち、道案内兼、盛り上げ役を担った。

笑顔での「ハイタッチ」がにぎやかだっ

た。このスポーツボランティア文化もレ

ガシーである。 

 経済波及効果が 253 億円。観戦者のう

ち、約 25%が訪日外国人だったとみられ
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た。担当者は「レガシーとして、海外の人がいっぱいこられたこと。海外との交流も、WEB

を活用しながら続けていきたい」と話した。 

 RWC 期間中には、県内の高校生と来日したニュージーランドや豪州、ウルグアイの高校

生との交流試合が行われた。豪州ラグビー協会の指導者を招いての小学生対象のラグビー

クリニックも開かれた。県内のラグビースクールは現在 9 つ、タグラグビーチームとして

は、RWC2019 前に日本文理大学の NBU ラグビースクールが加わり、8 つに増えた。 

 大分県ラグビー協会の担当者は「ワールドカップで新しいラグビーファミリーを獲得でき

ました」と言った。協会として、幼稚園などでのラグビー体験会の実施、小学校の放課後ラ

グビー教室などへのラグビーボールの配布をしてきた。 

 「大会として大成功でした。スタジアムも、ファンゾーンも、すごいにぎわいで。ラグビ

ーの認知度も上がって、ラグビーをやる子どもたちが増えました。ターゲットは幼稚園児で

す。小学校に入ったら、もうサッカーとか他のスポーツをしていますから。幼稚園生でラグ

ビーに触れたら、卒園して、小学校でラグビーを続けることができます」 

 大分県では現在、9 つの支部協会が設立され、活動を行っている。今後は県北部の地域協

会設立をめざし、さらに活動を拡充させたい方針である。 

 大分県ラグビー協会の登録者が 2019 年

春は 1531 人で、ジュニア（小・中学生）が

652 人だった。RWC2019 を経て、2020 年

春には登録者が全体 1504 人、ジュニアも

693 人と増えた。同協会は RWC2019 をき

っかけとし、ジュニア世代の増加に伴い、高

校、大学、クラブ、社会人、女子とそれぞれ

も増えていく環境づくりをめざす。 

 担当者は言葉に力を込めた。 

 「“ワン・ラグビー、ワン・オオイタ”です。地域の中で、ラグビーの競技人口がうまく

循環していく仕組みをつくりたい」 

 以下は、他の 4 会場の大会運営&レガシーである。 

 

 ▽岩手県・釜石市 

 

 ・ファンゾーン入場者数 3 万 8982 人 

 ・パブリックビューイング入場者数 237 会場 約 17 万人 

 ・カナダ代表によるボランティア活動 ＊組織委員会ツイッターで約 1300 万人が閲覧。 

 ・ナミビア代表による市民交流 

 ・スタジアム周辺でキックオフ時間に、市民ら有志によるおもてなし。台風被害の中、お

越しいただいた方への大漁旗による感謝の発信。 

 ・東日本大震災からの復興をアピール。 

 ・レガシーとして、釜石鵜住居復興スタジアムの活用。 

 ・“ラグビーのまち・釜石”の PR や市民意識醸成。 

 ・スポーツ交流やスポーツツーリズムを推進する機会創出。 
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 ・市民や主要団体、機関、企業が一体となった「オール釜石」の形成。 

 ・盛岡市内のラグビースクール、釜石のラグビースクールの登録者増加。 

 

▽熊本県・熊本市 

 

 ・ファンゾーン入場者数 5 万 723 人 

 ・公認チームキャンプ地における練習会場の整備、国際交流。 

 ・医療体制整備、事務局職員や大会関係者の経験値。 

 ・ラグビー普及・育成、全国一斉ラグビー体験会によるラグビー競技者増加。 

 ・熊本地震から復興する姿を世界に発信。 

 ・ボランティア活動の継続。 

 ・市内のホテル、タクシー、店舗などの施設内や HP の多言語化。 

・インバウンド受け入れの自信。国際大会開催の自信。 

 ・ラグビースクール&タグラグビーチームの登録者増加 

・ラグビースクール小学部は 2018 年度の 217 人から、2019 年度は 321 人へ。 

 ・インバウンド観光の推進、リピーターの獲得。 

 ・国際交流の促進。 

 ・ラグビー人、ラグビー文化の浸透。 

 ・タグラグビーの活性化、県内 68 施設のスポーツクラブ、県・市教育委員会を介する小

学校総合運動部へのラグビープログラム参入。 

 

 ▽埼玉県・熊谷市 

 

 ・ファンゾーン入場者数 7 万 1791 人 

 ・児童生徒約 1 万 5000 人が国歌を歌う。大会盛り上げにひと役。 

 ・ボランティア文化の醸成。 

 ・ラグビーを盛り上げるスローガン『スクマム！クマガヤ』の誕生。 

 ・大規模改修を終えた熊谷ラグビー場。 

 ・パナソニック ワイルドナイツの受け入れ環境。 

 ・ラグビータウン熊谷の価値の再確認。 

 ・ラグビーを通じた国際交流。 

 ・小学校のタグラグビー&ラグビーの普及。 

 ・中高生世代へのラグビーの普及。 

 ・熊谷ラグビー場を核とした基盤整備。 

 ・熊谷駅からラグビー場までの 3・5 ㌔の徒歩ルート「ラグビーロード」のリニューアル。 

 ・歩く文化の醸成。 

 

 ▽大阪府・東大阪市 

 

 ・ファンゾーン入場者数 3 万 8701 人 
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・大幅改修に伴う花園ラグビー場のリニューアル、ブランド力アップ。 

 ・花園ラグビー場エリアの一括管理によるビジネス化。 

 ・ラグビー体験を通じたラグビー文化の浸透。 

 ・タグラグビーの普及促進、ラグビーの裾野の拡大。 

 ・モノづくりのまちとしての東大阪市の知名度、魅力アップ。 

 ・海外との交流促進。 

 ・マスターズ花園の実施でシニアラグビーなどの競技者層の拡充。 

 ・ラグビーを「する・たのしむ」「みる・ふれる」「ささえる」層の拡大。 

 

表 4 ファンゾーンの開催地別入場者合計数（カッコ数字は会場数） 

 

  

３．エピローグ～「世界のラグビーの未来をつくる。つくる」 

 

アジアで初めてのラグビーワールドカップ日本大会は、ワールドラグビーをはじめ、大会

参加のラグビー協会やラグビーファンから高い評価を受けた。これは、日本ラグビーフット

ボール協会と三支部協会、各都道府県協会、そして開催自治体の準備と努力によるものだっ

た。それこそ、「ONE  TEAM」になったからだった。 

この開催自治体、および当該の地域ラグビー協会のインタビュー調査で意図されている

のは、成果そのものの実証ではなく、事前に何が標榜され、それがどのような施策、計画と

して設計され、当事者はその成果をどのように考えているか、という「メカニズムの実態」

を明らかにすることである。 

 その中で日本のラグビー界は RWC2019 をきっかけとし、どう変わり、将来、どうレガシ

ーを生かしていくのか。2020 年は新型コロナウイルス（Covid-19）の感染拡大の影響で、

日本のトップリーグほか、日本代表のテストマッチなどの中止が余儀なくされている。暗い

雰囲気に沈みながらも、日本ラグビー界は未来に向け、前進していかなければなるまい。こ

のリポートが、そのヒントとなれば幸いである。 

 最後に釜石鵜住居復興スタジアムで唯一の試合となった 2019 年 9 月 25 日のフィジー×ウ

ルグアイの試合前、急きょ、招待児童・生徒により歌われた楽曲「ありがとうの手紙＃Thank 

You From KAMAISHI」（作詞：かまいし絆会議、下山和也）の最後の歌詞を付しておく。 
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 ＜ ありがとうの言葉だけじゃ この想いは伝えきれないよ 

  もしもこの歌あなたに届くなら あの海の向こうへ 精いっぱい歌うよ 

   「これからは僕たちが 釜石の未来をつくる つくる」 

   Thank you from KAMAISHI! ＞ 

 

 これからは僕たちが 日本の未来をつくる。つくる。 

世界のラグビーの未来をつくる。つくる。 

 

                                  （了） 


